
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 8 施策№ 81 事業№ 7 9

事務事業名 事業創生人材育成事業【27新規】
会計 一般会計 実施区分

事業種別 政策 開始 27 終了
H28担当課等名 企画課 H28係等名 大学・三遠南信連携係 H27係等名 大学・三遠南信連携係

基本計画上
の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

施策 81 交流による高付加価値化・国際化の推進

目
的

対象（誰・何を） 市民

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

プロジェクト研究への参加者（人） 10
意図（どういう状態
にするか）

専門的な教育・研究の機会を創出し、地域の様々な分野
で、事業を構想し実現することができる人材を育成する。

ビジネスモデルに成り得る事業計
画の数

10向上させたい上位施
策の成果指標

大学・海外等との「共同」プロジェクトの数

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

ビジネスモデルに成り得る事業計画の数 10 12 - -

定性
目標

地域の将来を担うことができるデザイン思考を有した人材を継続的に育成していく。

事
業
概
要

○大学との連携による専門的な教育・研究活動の実施
　地方創生やリニア時代を見据え、地域の様々な分野で、産業振興に通ずる事業を構想し実現することができる人材を、大学の有する
専門的な教育・研究プログラムを活用し、育成する。

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

1 プロジェクト研究の実施
　事業構想家の育成に関し、専門的な教育・研究プログラムを有する「事
業構想大学院大学」を運営する学校法人に事業を委託。地域より１２の名
研究員を募り、事業構想に必要とされる一連の教育・研究を、同大学の教
育課程の要諦を用いた「プロジェクト研究」として全１８回で実施。

２　事業構想構築の基礎を学びつつ、グループワークによる演習やフィー
ルドリサーチなどを経て、各研究員が「事業計画」の策定する

１　プロジェクト研究の回数

２　事業計画の数

１　１８回

２　１２事業

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 0 12,000 12,000 0 26→27繰越明許　12,000千円
（国）地域住民生活等緊急支援のための交付
金 10/10
（そ）諸収入

国庫支出金 10,000 10,560

県支出金

起債

その他 1,200 1,440 0

一般財源 800 0

人件費計（千円）② 0 1,788

正規職員所要時間 500

臨時職員所要時間

総事業費①+② 0 12,000 13,788 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・専門的な教育に対する地域のニーズや、事業構想家の人育成における大学の専門的な教育・研究の有効性を確認する。

改革改善
の考え方

①問題
点

事業を構想できる人材の育成から事業実現に向けた支援までを、地域で一体的に行うことができる「事業創生の新た
な仕組み」を構築する必要がある

②改革
提案

事業創生人材育成事業を、地域において様々な事業を創出していくための「新たな仕組み」構築に向けた事業へと転
換し、主管を産業経済部に移管する。


